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Abstract: In this paper, we design an announcer agent that interactively changes the manner of reading 

news corresponding to the user's reactions and understanding. The understanding level of the user is 

estimated from the direction of the user's head. We discuss the balance and interactivity between the 

understanding levels and provided news. 

 

 

1 はじめに 

本稿では，ニュースを視聴する際の視聴者の理解

度に合わせてニュースの読み方を変えるアナウンサ

ーエージェントを提案する．エージェントが視聴者

の，ニュースに対する「わからない，理解できてい

ない」といった気持ちを読み取り，視聴者に寄り添

った，視聴者ひとりひとりのためのアナウンサーと

いう存在の実現を目的とする． 

「若者のテレビ離れ」という言葉をよく耳にする．

インターネットの普及により，情報を入手する形態

が変化してきた．インターネットは，決まった時間

に番組が放送されるテレビとは違い，時間や場所を

問わず必要な情報を得られるという特徴がある．イ

ンターネットは既存の新聞，テレビ，ラジオ，電話，

雑誌，映画といったメディアをすべて包括できる要

素を持っており[1]，その利便性から，ニュースでさ

えもインターネットで確認するなど，現代の我々の

生活にインターネットは欠かせない．インターネッ

ト上で目にするニュースは，テキストのみで表示さ

れるもの，写真とテキストで表示されるもの，動画

ニュースなどがある．時間や場所を問わず，知りた

い情報のみを素早く得られることは大きなメリット

である．しかしテキストで表示されるものにおいて

は，ディスプレイ上の大量のテキスト情報を読むこ

とに労力がいる上，抵抗を感じる人もいる．対して，

動画ニュースやテレビのニュースであれば，読むこ

とに注力せずとも，音声によって自然と耳に入って

くるというメリットがある．また，テレビのニュー

スにおいては，興味の無い情報であっても自然と情

報を取得できるという点も重要である．しかし動画

ニュースにおいては，興味のある情報だけを選んで

取得してしまう可能性がある． 

テレビのニュースでは，一般にアナウンサーが情

報を提供する．しかしアナウンサーというのは大衆

向けの情報提供・情報伝達媒体であり，ひとりひと

りのためにニュースを読んでくれるわけではない．

よって，視聴者がニュースを理解できているいない

にかかわらずニュースを読み進めてしまう．そのた

め，未知の情報を受動的に得られる機会であるにも

かかわらず，その機会を失ってしまうことは多い． 

そこで本稿で提案するアナウンサーエージェント

を用いることで，エージェントが視聴者のニュース

に対する「わからない」という気持ちを読み取り，

視聴者がニュース内容を理解していないままニュー

スが進んでしまうという問題を解決することができ，

ひとりひとりのためのアナウンサーという存在を実

現することができると考えた．また本稿では「アナ

ウンサー」を，バラエティ番組の司会者や情報番組

の司会者ではなく，ニュースを伝えるためのニュー

スキャスターと定義する． 

2 先行研究 

荒堀[2]らは，ユーザに対し恒常的に情報提供を行*1: 関西大学 総合情報学部 

*1: Faculty of Informatics, Kansai University 
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うエージェント，スマートキャスターの開発を行っ

た．うなずきとまばたきの動作を実装することによ

って，エージェントの動作がより自然になることを

明らかにした．本研究においても，まばたきとうな

ずきの動作を実装し，自然なインタラクションを可

能にする． 

 高橋ら[3]は，ユーザがエージェントの動作や音声

から受ける印象の調査を行い，エージェントの会話

中における身体動作がユーザの会話内容の解釈や印

象付けに大きく影響することを明らかにした．この

ことから，エージェントに相槌などの動きを持たせ

た方が，ユーザのニュース内容への理解が深まると

いうことが想定できる． 

 

3 システム概要 

3.1 システム構成 

アナウンサーエージェントに，ユーザのニュース

理解度に応じた読み方や内容を提供させるため，以

下のシステム構成とした．システムの流れを図1に示

す．ユーザのニュースに対する反応を取得するため

の頭部動作を認識するfaceAPI*²，ユーザの理解度を

推定する推定モデル部，エージェントの動作および

音声を制御する制御部，ニュース読み上げ音声およ

びアニメーション生成部，から成る． 

ユーザ状態の推定モデルは，faceAPIで取得したユ

ーザの首を傾げる動きや画面に耳を向けるという動

きから，ユーザのニュース内容を理解していないと

いう状態を導く．ユーザに合わせてニュースを読む

スピードや声の大きさを変えたり，繰り返し読んだ

りするエージェントであるため，口の動きは現在の

システムにおいては音声に合わせて開いたり閉じた

りするのみである． 

制御部では，Illustrator*³で作成したエージェント

のイラストをProcessing*⁴に取り込み，エージェント

を動かすという方法をとった．あらかじめ用意して

ある複数のイラスト画像を用いて，まばたきとうな

ずきの動作を実装した．まばたきは数秒に一回，う

なずきは文章の句点のタイミングで設定した． 

3.2 動作認識 

ユーザの首を傾げたり画面に耳を向けたりする動

作は，より細かく動きを認識させることを目的とし

て，Seeing Machines 社の faceAPI を用いてフェイス

トラッキングを行い，首を傾げる動作を，自然な人

間の対話において相手の発言に対して考え込む際な

どに生起する反応として[4]，ニュース内容を理解で

きていないことを示す動作として用いた．画面に耳 
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図 1 システムの流れ 

 

 

図 2 アナウンサーエージェント 

 

 

図 3 少し眉を下げたアナウンサーエージェント 

 

を向ける動作も同様に，自然な人間の対話において，

相手の音声が聞き取りにくい状況や，もう一度聞き

直したい状況の際に無意識的に生起する頭部動作で

あると考え，ニュース内容が聞き取りにくいことを 

*2: http://www.seeingmachines.com/product/faceapi/  
*3: http://www.adobe.com/jp/products/illustrator.html  
*4: http://processing.org/ 
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a．首傾げ       b．耳向け 

 

示す動作として用いた． 

3.3 ニュース読み上げアナウンサー 

エージェントの外観は，Illustrator を用いて作成し

た(図 2)．本物の人間に近すぎていたり，かけ離れす

ぎていたりするエージェントであると，ユーザが違

和感をおぼえてしまう可能性があるため，平面のイ

ラストに立体感をもたせたデザインにした[5]． 

エージェントの表情については，図 2 の表情でニ

ュースを読むように設定しているが，ユーザが首を

傾げたり耳を向けたりした後は，眉の角度を少し下

げて，ユーザに寄り添ったような和みやすい表情に

なるよう設定している(図 3)．表情の変化により，ア

ナウンサーがユーザのニュースに対する「わからな

い」という気持ちを察しているかのように感じさせ

ることが目的である． 

3.4 アナウンサーの反応設定 

理解度に応じたエージェントの反応として， 

a) ニュースの読み上げ方 

b) ニュース原稿の難易度レベル 

を取り扱うことにした．読み上げ方については， 

a-1) ニュースの読み上げ音量 

a-2) ニュースの読み上げ速度 

を用いることとし，ユーザの理解度が低いと判断さ

れた場合のために，以下の 4 つのエージェントの反

応を準備した．ニュースの進み方を図 4 に示す． 

(1) ニュース内容を，簡単なレベルの原稿に切り

かえる． 

(2) ニュースを読み上げる音声を大きくし，ニュ

ースを読み上げるスピードを遅くする． 

(3) ニュースを読み上げる音声を大きくし，読み

上げるスピードを遅くする．さらに，ニュース内容

を簡単にして読む． 

(4) ユーザのすべての反応に対しニュースを繰

り返し読む 

(1)は，首を傾げる動作に対応する．ニュースの中

で難しい単語が出てきた際に，単語の意味を交えな

がらニュースを読むことで，ニュース内容の理解を

深める．(2)は，画面に耳を向ける動作に対応する． 

 
図 4 ニュースの進み方 

 

あらかじめニュースを読み上げる音声を大きく，ニ

ュースを読み上げるスピードを遅くしたものを用意

しておく．視聴者の，画面に耳を向ける動作によっ

て通常のニュースの読み方から切り替え，ニュース

を聞き取りやすくする．(3)は，(1)(2)の両方の機能を

兼ね備えたものである．(4)は，ユーザが首を傾げた

り画面に耳を向けたりする動作の度に，(1)(2)(3)のそ

れぞれの反応の仕方でニュースを繰り返して読む．  

3.5 システムの動作制御 

 1 つのニュース中の句点ごとにニュースを区切り，

ユーザが首を傾げるか耳を向けるといった動作を示

したあと，動作を示した部分から一番近い句点まで

の部分を(1)(2)(3)の反応のいずれかで繰り返し読む

ように設定する．その際，「今の部分をもう少し簡単

に説明します」，「今の部分をもう一度ゆっくり読み

ますね」，「今の部分をもう一度ゆっくりわかりやす

く読みますね」といった声掛けをする． 

3.6 音声設定 

人間が個人の感情を交えてニュースを読んでしま

うとニュースの公平性が保たれない可能性があると

考えたため，音声合成ソフトである CeVIO Creative 

Studio FREE*⁵を用いて，エージェントの音声を作成

した．合成音声を用いることによって，ニュースの

公平性や客観性を保つことができると考える．今後

は WEB を参照してニュースを読み上げるシステム

の実装を考えている． 

このソフトでは，音声に「大きさ」「速さ」「高さ」

「声質」を設定することが可能であり，また「元気」

「怒り」「哀しみ」といった，音声に感情を付けるこ

とも可能である．(図 5) 

このソフトを用いることで，人間のアナウンサー 

*5: http://cevio.jp/ 
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図 5 CeVIO Creative Studio Free 

 

の音声に近づけながら，エージェントであることも

見失わないようにすることが可能である． 

4 おわりに 

本稿では，ユーザに寄り添った，ユーザひとりひ

とりのためのアナウンサーエージェントの提案を行

った．アナウンサーが視聴者の理解度に関係なくニ

ュースを読み進めてしまうということによる，ユー

ザ側のニュースに対する「わからない，理解できて

いない」といった問題を解決するために，(1)ニュー

ス内容を簡単にして読む，(2)ニュースを読み上げる

音声を大きくし，ニュースを読み上げるスピードを

遅くする，(3)ニュースを読み上げる音声を大きくし，

読み上げるスピードを遅くし，さらにニュース内容

を簡単にして読む，(4)すべての反応に対しニュース

を繰り返し読む，という 4 つの機能を設定した． 

老若男女を問わず，幅広い世代の人に受け入れて

もらえるようにするために，今考えている 4 つの機

能以外に必要な機能があるかどうか，どのような機

能があればより良いアナウンサーエージェントとな

るのかを追究していく．そして，エージェントの外

観や音声などに関しても，幅広い世代の人が使いや

すいように改善していく必要がある．また，決まっ

たニュース原稿ではなく，リアルタイムにニュース

を仕入れ，テレビやインターネットのニュースと同

時に情報を発信することができるようにしていくこ

とも視野に入れている． 
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